












































































































 
 

(様式第 8) 

                                                           岡大病院総第９５号 

平成２８年９月７日  

 

  厚生労働大臣   殿 

 

岡山大学病院長 

槇 野 博 史 

 

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

 
1. 医療安全管理責任者を配置するための予定措置 
 
（配置済） 

 

 

 
 
2. 医薬品安全管理責任者の活動を充実するための予定措置 
 医薬品の安全性を向上させるため医療安全管理部に専従薬剤師配置を検討中であり，平

成３０年３月までに配置する予定である。それまでの期間は薬剤部の職員（薬剤師）のう

ちから医療安全管理部担当者を定め，医薬品安全管理に関する業務に従事し，医薬品安全

管理責任者と連携を図る。 

「医薬品の安全使用に関する情報の整備，周知及び当該周知の状況の確認」としては，

院内発行の DIニュース，緊急安全性情報（イエローレター），安全性速報（ブルーレター）

等が発行，発出された場合，“医薬品情報に関する確認書”を用いて，院内の周知状況を確

認する体制を構築し，現在運用中である。 

未承認等の使用状況については，病棟薬剤師等が病棟薬剤業務および調剤監査を通じて

その情報を収集し，必要に応じて処方の必要性等の確認，リスク検討を行い，処方提案を

実施する。また，未承認等の使用情報を整理し，必要に応じて DI ニュースまたはリスクマ

ネジャー会議を通じて院内へ情報発信する。 

医薬品情報の周知およびその確認，または未承認等の使用状況については副薬剤部長を

担当者に定め適切な実施を図ることとした。 

 
 



 
 

3. 医療を受ける者に対する説明に関する責任者を配置するための予定措置 
 
副病院長（診療担当）を責任者と定めた。（平成２８年８月２３日） 

 
 
 
 
4. 説明の実施に必要な方法に関する規程を作成するための予定措置 
 
「岡山大学病院におけるインフォームド・コンセントに関する内規」を制定した。 

（平成２８年８月２３日） 

 

 
 
5. 診療録等の管理に関する責任者を配置するための予定措置 
 
医療情報部長を責任者と定めた。（平成２８年７月２６日） 

 
 
 
6. 規則第９条の23第１項第10号に規定する医療に係る安全管理に資する措置を実施する

ための予定措置 

 
（対応済） 

 
 

 
7. 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口

を設置するための予定措置 
 
医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口と

しては，本学の公益通報窓口で対応する。このことについて，平成２８年９月末までに，

病院 HP に掲載及び病院職員宛に周知徹底を図る予定である。 

 
 
 



 
 

8. 医療安全管理部門による医療に係る安全の確保に資する診療の状況の把握及び従業者

の医療の安全に関する意識の向上の状況の確認実施のための予定措置 
 
手術時の血栓予防等についてのモニタリングを行い，医療事故防止委員会に報告を行う

体制及び職員研修後の効果測定（e-learning 導入を検討中）においても意識向上の確認を

行う体制を平成２９年３月末までに整える予定である。なお，現在実施している警鐘事例

(事故防止策)はリスクマネージャー会議，医療事故防止委員会，病院連絡協議会，ＧＲＭ

レターにより周知を行い，院内ラウンド時に現場の周知状況を確認する作業は引き続き継

続する。 

 
 
9. 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門を設置するための予定措置 
 
 関係各署とミーティングを行い，高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の

設置を検討しているところである。今後，詳細について検討を重ね，病院諸会議等の審議

を経て，平成２９年３月末までに設置予定である。 

 

 
 
10. 高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難

度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程を作

成するための予定措置 
 
関係各署とミーティングを行い，高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門に

ついて，設置案を検討しているところである。部門の設置案の検討と併せて，高難度新規

医療技術を用いた医療を提供する場合に，従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療技

術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程についても検討を進

め，病院諸会議等の審議を経て，平成２９年３月末までに制定予定である。 

 

 
 
 
 
 
 
 



 
 

11. 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門を設置するための

予定措置 
 
関係各署とミーティングを行い，未承認新規医薬品等の使用条件を定め，使用の適否等

を決定する部門の設置を検討しているところである。今後，病院諸会議等の審議を経て，

平成２９年３月末までに設置予定である。 

 

 
 
12. 未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承

認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を

定めた規程を作成するための予定措置 
 
関係各署とミーティングを行い，未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に，

従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬品等の使用条件を定め，使用の適否等を決定

する部門について，設置案を検討しているところである。部門の設置案の検討と併せて，

未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に，従業者が遵守すべき事項及び未承認

新規医薬品等の使用条件を定め，使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定め

た規程についても検討を進め，病院諸会議等の審議を経て，平成２９年３月末までに制定

予定である。 

 

 
 
13. 監査委員会を設置するための予定措置 
 
 開設者が設置する監査委員会について，委員の選考及び規程制定について検討を行って

おり，平成２９年３月末までに設置予定である。なお，委員会については，年２回開催予

定である。 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

14. 他の特定機能病院の管理者との連携による立入り及び技術的助言を遂行するための予

定措置 
 

厚生労働省から示される立ち入り，受け入れの方法や内容に基づき，他の特定機能病院

と連携を図りながら，来年度から行う予定である。 

 
 
 
15. 職員研修を実施するための予定措置 
 
年３回の職員研修を継続して行い，来年度以降は，診療ルール，インシデント・アクシ

デント報告を必須項目として内容に含め，研修後は効果測定（ペーパー若しくはｅラーニ

ング）を実施する予定である。 

 
 
 
16. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 
 
国立大学附属病院長会議が実施する研修（今後検討予定）に来年度から参加する予定で

ある。 

 
 
 
17. 医療安全管理部門の人員体制 
・所属職員：専従（２）名、専任（２）名、兼任（１７）名 
うち医師：専従（ ）名、専任（２）名、兼任（６）名 
うち薬剤師：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（２）名 
うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（１）名 
うち歯科医師：兼任（３）名、技術職員：兼任（３）名、事務職員：兼任（２）名 

 
 
 
 
 
 



 
 

18. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 
 
平成３０年４月から 
・所属職員：専従（３）名、専任（２）名、兼任（１７）名 
 うち医師：専従（ ）名、専任（２）名、兼任（６）名 
 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（２）名 
 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（１）名 
 うち歯科医師：兼任（３）名、技術職員：兼任（３）名、事務職員：兼任（２）名 
平成３２年４月から 
・所属職員：専従（４）名、専任（ ）名、兼任（１７）名 
 うち医師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（６）名 
 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（２）名 
 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（１）名 
 うち歯科医師：兼任（３）名、技術職員：兼任（３）名、事務職員：兼任（２）名 
 
 
 
 


